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公開講座におけるガラス細工の新たな作品づくり
第2技術室森田俊夫1)
1 緒言
福井大学が行っている地域貢献には種々の事業があるが、 日遊学、及び公開講座は開かれた大学
をPRする上で大変重要である。公開講座では、技術職員が 2001年に 「ガラス細工Jを企画、参加した。
『電子レンジでガラス作品を作ってみよう』のタイ
トノレで毎年開講し、保護者同伴の児童・生徒が日常
では体験出来ないガラス溶融の変化を通して 「もの
づくりjを体験している。(図1)例えば、無色ガラ
ス粉と無機金属を混合・溶融して着色ガラスの作製、
市販している種々の色ガラス棒を組み合わせてカラ
フルな箸置き等を作ってきた。2)
これまで多くの種類の作品づくりで不都合な過程
がいくつかあった。例えば、材質の異なる場合では
加熱・溶融後、除冷過程での歪みで割れる、または
ガラス片を多く用いると大きな作品では除冷に長時
間かかる。さらに、ソーダガラス粉と着色用無機金
属での着色ガラス作製では青色系のみであった。
そこで、今回の研修において新たな作品づくり
を目ざし、いくつかの試みを行ったので報告する。
色ガラスの作製では、いくつかの無機金属をガラス
粉に混合し新たな着色したガラスの作製を試みた。
さらに、同様なガラス粉に機能性を持った材料、今
回は蓄光材料を混合し、暗いところで光るガラスの
作品も試みた。
2 着色ガラスの作製
着色ガラスには無色のガラス粉、及び無機金属を
使用した。ガラス粉は市販のソーダガラス製のガラ
スビーズ(粒径 0.035~0.065mm) を用いた。無機
金属は以前から使用していた試薬、及び用途として
ガラスに使用されている剖試薬を選んだ。今回使
用した試薬を表1に示す。作製手順の代表例を以下
に紹介する。
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を乳鉢に入れ、乳棒でよくかき混ぜる。(無機金属
の結品が大きい場合は先に乳鉢内で細かくすりつ
ぶしてからガラスビーズをいれ、さらにかき混ぜる
と均等になりやすし、)半分にカットしたスライドグ
ラス(ソーダガラス製，約30mmX 35mm)上によ
く混合したガラス粉を盛り、離型紙4)(ガラスが炉
材にくっつくのを防ぐ)を敷いたアノレミナ板 4)
(80mm x 75mm)の上に静かに置く。次に、 950"C
に加熱設定した電気炉 (SHIROTA製、スーパー100
型、炉内サイズ85mmx 60mm x 120mm)に入れ¥0
分程度加熱する。(写真1)材料を入れると-.e.約
830"Cに下がるが、約 10分で設定温度に上昇する。
適当な形になったら、炉内からピンセット等でアル
ミナ板を取り出し、除冷7 ツトに置く。しばらく置
いて(すぐにガラス作品をピンセットで移動すると
固まりきっていないので変形する)ピンセット等で
ガラス作品を除冷マットの聞に 1時間程度放註し
ておく。
2.1 脊色系着色ガラスの作製
青色系の着色ガラスはるつぼを容器として鉛ガ
ラス粉で無機金属と混合し、作製していたが則、ソ
ーダガラスでは行っていなかったので、最初に同じ
無機金属を使って行った。塩化コバルト、及び硫酸
銅をそれぞれソーダガラス粉の混合し、その後スラ
イドグラス上に盛り、加熱溶融したところ、鉛ガラ
スから作製した時と同色の青色、及び水色の板状の
写真1、電気炉(上)
除冷マットとアルミナ板(下)
色ガラスができあがった。板状になっているため除冷に対して注意深くする必要がないためその除冷時
間が約1時間と以前の半日に比較するとかなり短縮できた。 このような形状は除冷マット聞で20分程
度放置後、マット上に作品を移し扇風機で強制冷却すると 30分以内で作品を手にすることも可能であ
った。
さらに酸化ネオジム、及ひ'酸化銅で同様に行ったところ水色、及び深緑色のガラス作品ができあがっ
た。
2.2 赤色系着色ガラスの作製
ガラス作品でカラフルな色ガラスを作製するため、赤系の色ガラスが必要であった。そこで、ガラス
のピンク色の着色に使用される酸化エノレピウムを用いてガラス粉と混合し加熱したところ、予想どおり
のピンク色に着色した色ガラスができあがった。次に、ベンガラといわれ赤色顔料として使われている
α 酸化鉄 (Fe，O，)で同様に加熱したところ、鮮やかな赤味を帯びた茶色のガラスが作製できた。さら
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に、硫酸鉄で行うと肌色の着色ガラスが作製できた。
2.3 その他の着色ガラスの作製
ここで使用した無機金属類では赤色のガ、ラス作製はできなかったが、その他の試薬を用しもと青系、及び赤
系とは違った色のガ、ラスができあがったo酸化クロム、及び酸化ニッケルを使用するとそれぞ?れ黒褐色の色ガラ
スとなった。酸化マンガン、炭酸ストロンチウム、及び酸化銀て、は灰色の作品となった。一方、紫外線吸収ガラス、
及び光触媒に利用されてしも酸化セリウム、及び酸化チタンを用い、加熱したところこれまでの着色とは違った
乳白色の着色ガラスができあがった。さらに復合材料として新たな色、及び機能性の発現を期待し、酸化セリウ
ム、及び酸化チタン(1・1)とガラス粉とさらによく混合し、加熱したが白色から変化がなかったロ近年、酸化チタ
ン等では光に対して種々の機能を発現する物質として注目を浴びており、壁材、塗料、及び窓ガラスなどに使
用されている。今回作製したこの材料が新たな機能性発現の可能性が考えられる。
3 機能性ガラスの作製
板状のガラスにすることで短時間に作品を作ることが
できた。この方法では講座開講時間内で多くの作品を
つくることができるので、新たな機能を持ったガラス作品
作りを試みた。そこで無機材料を原料とした蓄光材料6)
を入手し、着色ガラス作製と同様な方法で混合、加熱し
た。黄色発光材料(CP-30)、及び緑色発光(CP-50)を
ガラス粉と混ぜ加熱し、さらに CP-50はガラス粉との割
合を変化させた。(表2) CPー ぬでは 900"C付近の加熱
により発光がかなり減少したが、 CP-50では発光がやや
減少したが、作品として十分なものであった。また、ガラ
ス粉に対して O.lg混合(1例程度)したものが今回の中
で最適なものとなった。
4 最後に
蓄光材料
CP-30黄色発光
CP-50緑色発光
CP-50緑色発光
CP-50緑色発光
表2
|添加量
0.1 " 
0.05" 
0.1Il 
0.2" 
公開講座を始めた頃は色っき空き瓶、窓ガラスなど廃材を利用して作品を作ってきた。中期ではガ
ラスの材質を統一し歪みが少なく割れにくいガラス細工をするためソーダガラスの色ガラス棒を購入
しカラフルな作品を、最近では短時間で作品を作るための工夫を行い、ストラップ用ガラスアクセサ
リーへと変化・改良をしてきた。今回はそれらの中で、青系の色ガラス作品に加え赤系着色ガラスが
できたので次回開催する公開講座に取り入れる予定である。さらに、発光としづ機能性を持ったガラ
スが今回の方法で簡単に作製出来き、新たなガラス製品になったことに対しては有効な研修となった。
今回の報告内容は日常研修で行ったものであり、費用は日常研修費をあてました。費用措置をして
いただきました関係各位に厚くお礼申し上げます。また、蓄光材料を快く提供していただきました、
ケミテック株式会社に重ねてお礼申し上げます。最後に、派遣先である生物有機化学研究室の畠中 稔
教授、高橋一朗准教授、及び吉見泰治講師に日常研修の機会を頂き感謝申し上げます。
－26－
参考資料等
1) rnoritaiGlacbio2 .acbio. fukui-u.ac. io 
2) hto:/!kozrn l.enQ.fukui-u.ac.i町田iutulhtmlIindex.html 
3) a) h“o:!fwww.l1ext.1!沼 田iamほIlU生a凶 kulweek!shukiia3.odf
b) htto:l九¥'W¥V包lassman.or.io/chishiki/mame/tochi6.htm 
c) hlill.JL"!忠弘'!yondc..r:盛阻止U正ω旦(泣01')昼坐~hn辺住必単位並出ll1ù
4) r'07美術出版カタロ グ 図工 ・美術J美術出版社サービスセンター， P535. 
5) a) http:/www.cis.fukuoka-u.ac.jpl-tkato/21.pdf 
b)瀬戸六左衛門、奨励研究 (B)係択番号 13919061，(2001)
6) 日光、蛍光灯を数時間照射すると暗室で発光続ける物質。ケミテック株式会社.
http:/www.chernitech.co.jp/index.html 
